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島根県教職員協議会 

 

情 

報 
島教協 

平成19年度県予算案発表 2.4％減６年連続の減少 

教育予算 20億円2.1％減額 

 
県
は
、
平
成
一
九
年
度
当
初
予
算
案
を
二
月
六
日
に
発
表
し
た
。
予
算

規
模
は
、
前
年
度
比
二
．
四
％
減
で
、
総
額
五
一
〇
七
億
三
〇
〇
〇
万

円
。
六
年
連
続
の
縮
小
と
な
っ
た
。
ま
た
、
平
成
一
九
年
度
の
収
支
不
足

は
、
一
三
六
億
円
程
度
と
な
る
見
通
し
で
、
こ
の
不
足
す
る
財
政
に
つ
い

て
は
、
減
債
基
金
の
取
崩
し
に
よ
る
対
応
を
し
、
今
後
の
予
算
執
行
に
つ

い
て
は
、
経
費
節
減
を
徹
底
的
に
行
う
こ
と
と
し
た
。 

 

教
育
費
に
つ
い
て
も
、
約
二
〇
億
円
の
減
額
で
あ
る
。
現
在
実
施
し
て

い
る
、
「
特
別
な
支
援
の
た
め
の
非
常
勤
講
師
配
置
事
業
（
に
こ
に
こ
サ

ポ
ー
ト
事
業
）
」
や
「
中
学
校
ク
ラ
ス
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
、
「
小
学
校
低

学
年
多
人
数
学
級
支
援
事
業
（
ク
ラ
ス
サ
ポ
ー
ト
事
業
・
三
〇
人
学
級
編

制
事
業
）
に
つ
い
て
は
、
予
算
措
置
さ
れ
事
業
継
続
す
る
予
定
で
あ
る
。

新
規
事
業
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

▼
「
特
別
支
援
学
校
通
学
用
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
事
業
」 

特
別
支
援
学
校
へ
の
通
学
に
関
し
、
保
護
者
の
負
担
減
額
と
生
徒
の
自
立

促
進
を
図
る
目
的
で
実
施
。 

▼
「
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
事
業
」 

子
供
た
ち
が
、
地
域
社
会
の
中
で
、
心
豊
か
に
健
や
か
に
育
む
た
め
に
、

各
地
域
が
実
態
に
応
じ
実
施
。 

 

ま
た
、
緊
急
課
題
対
応
枠
に
「
学
力
向
上
対
策
事
業
」
が
盛
り
込
ま
れ

た
。
内
容
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。 

▽
学
力
調
査
…
小
学
校
三
年
生
～
中
学
校
三
年
生
ま
で
実
施 

▽
学
習
ナ
ビ
シ
ス
テ
ム
…
生
徒
の
学
習
習
慣
定
着
と
教
員
の
事
務
負
担
の

軽
減
を
目
的
に
学
習
プ
リ
ン
ト
配
信
シ
ス
テ
ム
の
導
入 

▽
指
導
力
向
上
…
リ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー
、
授
業
向
上
セ
ミ
ナ
ー
、
ス
ー

パ
ー
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
養
成
事
業
等 

 

島
教
協
と
し
て
は
、
予
算
案
縮
小
で
あ
る
が
、
教
育
は
未
来
へ
の
先
行

投
資
と
考
え
、
今
後
も
「
子
供
の
た
め
に
な
る
施
策
」
を
提
言
・
要
望
し

て
い
く
考
え
で
あ
る
。
ま
た
、
給
与
カ
ッ
ト
が
一
年
間
延
長
す
る
予
定
で

あ
る
現
在
、
教
職
員
の
勤
務
条
件
等
の
改
善
も
引
き
続
き
訴
え
い
く
考
え

で
あ
る
。 

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
参
加
報
告 

全日教連 

 

一
月
二
〇
日
（
土
）
・
二
一
（
日
）
、
徳
島
県
徳
島
市
の
ホ
テ
ル
に
て
、
全
日
教
連
中

国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
「
組
織
の
連
携
～
教
育
改
革
を
実
効
あ
る
も
の

に
す
る
た
め
に
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
講
演
会
や
分
科
会
が
開
か
れ
、
島
教
協
か
ら
は
、
安
達

利
幸
会
長
（
城
北
小
）
・
飯
塚
守
副
会
長
（
平
田
小
）
・
角
森
純
子
養
護
部
長
（
浜
山

中
）
・
奥
井
事
務
局
長
の
四
名
が
参
加
し
た
。 

 

一
日
目
に
は
、
元
プ
ロ
野
球
選
手
の
石
毛
宏
典
氏
（
現
四
国
ア
イ
ラ
ン
ド
リ
ー
グ
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ナ
ー
）
が
、
「
野
球
に
か
け
る
思
い
～
人
を
育
て
、
人
を
生
か
す
～
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
を
行
っ
た
。
石
毛
氏
は
、
「
大
人
は
、
教
師
で

あ
る
。
教
師
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
熱
い
思
い
大

切
」
、
「
未
熟
者
は
、
そ
れ
を
認
め
素
直
に
な
れ
」

な
ど
、
自
分
の
経
験
を
も
と
に
、
人
を
育
て
る
難
し

さ
や
大
変
さ
、
そ
し
て
大
切
な
こ
と
を
熱
く
語
っ

た
。 

 

二
日
目
に
は
、
七
分
科
会
に
分
か
れ
、
各
分
野
ご

と
の
情
報
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
養
護
部
会
に

参
加
し
た
、
角
森
部
長
か
ら
は
、
事
前
に
島
教
協
養

護
部
会
員
よ
り
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
内
容
を
も

と
に
、
島
根
県
の
状
況
や
課
題
等
を
話
し
た
。
他
県

か
ら
も
養
護
教
諭
の
職
務
内
容
の
重
要
性
を
理
解
し

て
も
ら
う
努
力
が
今
後
も
大
切
で
あ
る
な
ど
の
意
見

が
交
わ
さ
れ
た
。 

左より角森部長・安達会長・飯塚副会長 

全日教連 

第56回評議員会開催 

 

二
月
四
日
（
日
）
、
東
京
都
千
代
田
区
の
ホ
テ
ル
に
て
、
第
五
六
回
全
日
教
連

評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。
三
好
委
員
長
は
、
「
予
算
縮
小
・
人
的
削
減
等
の

中
、
現
場
の
教
職
員
は
、
頑
張
っ
て
い
る
。
安
部
内
閣
の
も
の
、
教
育
に
関
す
る

施
策
が
検
討
さ
れ
る
中
、
国
民
も
教
育
が
大
切
で
あ

る
と
い
う
認
識
が
あ
る
。
今
後
も
全
日
教
連
の
理
念

に
自
信
を
持
ち
、
教
育
界
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。
」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。
島
教
協
か

ら
は
、
安
達
利
幸
会
長
が
出
席
し
、
今
年
度
の
活
動

経
過
報
告
や
来
年
度
運
動
方
針
等
が
協
議
さ
れ
た
。

ま
た
、
来
年
度
の
行
事
計
画
で
主
な
も
の
は
、
定
期

大
会
は
、
六
月
一
〇
日
（
日
）
、
大
阪
市
で
、
教
育

研

究

全

国

大

会

は
、
八

月

四

日
（
土
）
・
五

日

（
日
）
に
岐
阜
県
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決

定
し
た
。
［
詳
細
は
、
同
封
の
全
日
教
連
新
聞
を
ご

覧
下
さ
い
］ 


